
第７回「原子力に関する倫理研究会」開催のご案内 

 

主催：（社）日本原子力学会 倫理委員会 

共催：東京工業大学 COE-INES（２１世紀 COE ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 世界の持続的発展を支える革新的原子力） 

日時：２００６年１１月２１日（火） １３時３０分 ～ １７時３０分（受付 ： 13 時 10 分から） 

場所：東京工業大学 田町キャンパス キャンパス・イノベーションセンター（CIC） 

１階 国際会議室 （〒108-0023 東京都港区芝浦 3-3-6） 

会費：一般 5000 円 ／ 学生：無料 

 

＜テーマ＞： ＣＳＲ活動は原子力関連組織を活性化できるか 

＜趣 旨＞：  

近年、企業の社会的責任（CSR）に対する認識が高まり、企業からも CSR に関する報告書が発行さ

れています。この CSR は、企業・組織倫理を包含する広い概念として取り扱われております。原子力

学会倫理委員会では、CSR 活動に対する認識を深める観点で、ISO 化の動向、企業の取り組み状況

紹介等を第３回及び第５回の倫理研究会で取り上げてきています。今回再度 CSR に焦点を当て、倫

理委員会の CSR タスクチームの活動状況報告や、産業界、アカデミアでの取り組み状況をご講演い

ただくとともに、「CSR 活動は、原子力関連組織を活性化できるか」といった切り口でパネルディスカッ

ションを行います。皆様には、是非ご参加頂き、講師やパネラーの方々との積極的な意見交換を宜し

くお願い致します。 

＜スケジュール＞                                               ［敬称略］ 

13:30－13:35 開会  研究会事務局 

13:35－13:40 委員長挨拶 （倫理委員会委員長・東北大学名誉教授） 北村 正晴 

13:40－14:00 倫理委員会の活動報告 （倫理委員会幹事・東京大学） 班目 春樹 

14:00－14:30 倫理委員会ＣＳＲタスクチーム活動報告 （倫理委員・福井工業大学） 中安 文男 

14:30－15:10 日本企業のＣＳＲ活動の現状 （倫理委員・経営倫理実践研究センター） 萩原  誠 

15:10－15:50 大学における原子力研究とＣＳＲ 

 –その考え方と実践- 

講師  （東京工業大学） 澤田 哲生 

15:50－16:00 休憩   

16:00－17:25 パネルディスカッション ： CSR 活動は、原子力関連組織を活性化できるか 

 モデレータ： （倫理委員会委員長・東北大学名誉教授） 北村 正晴 

 パネラー： 講師  （東京工業大学） 澤田 哲生 

 パネラー： （原子力学会副会長・㈱日立製作所） 河原  暲 

 パネラー： （倫理委員・福井工業大学） 中安 文男 

 パネラー： （倫理委員・経営倫理実践研究センター） 萩原  誠 

17:25－17:30 閉会  研究会事務局 

 


